
【引用・参考】

を取り入れ、消費エネルギーを増やそうH

3月は大腸がん啓発月間です。2020年に全国で新たにがんと診断された人のうち、最も多いがんは
大腸がんで、147,725人でした。
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大腸がんの予防と検診

■ 大腸がんについて

【引用・参考】
１）国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（全国がん登録）全国がん登録罹患データ（2016年～2020年）
２）国立がん研究センターがん情報サービス 大腸がん

内視鏡による切除、手術、化学療法、
放射線療法があり、がんの進行具合や
体の状態により異なります。

〈治療〉

■ 大腸がん検診を受けて早期発見
国の指針では、40歳以上の方が推奨されており、1年に1回受けるのが良いとされています。
大腸がん検診の内容は問診と、2日分の便を採取する便潜血検査です。

■ 大腸がんを防ぐ生活習慣
① 禁煙、節酒、適正体重の維持をして大腸がんになるリスクを下げま

しょう。
② 加工肉や赤肉は食べ過ぎないようにし、バランスの良い食事をし

ましょう。野菜、海藻、豆、きのこなどの食物繊維を含む食品は、
大腸がんの予防に効果的です。

③ 運動も大腸がんの予防に効果的です。エレベーターを使わずに階
段を使う、ウォーキングをするなど活動量を増やしてみましょう。

◎次のようなときは必ず受診しましょう
・大腸がん検診の結果、「要精密検査」「要受診」と判定が出た方は早めに受診
・便に血が混じる、便やお腹の症状、めまいが続く方は、次の大腸がん検診の
タイミングを待たずに受診

大腸がんの発生要因は、喫煙、飲酒、
肥満などの生活習慣や、遺伝的な体質
です。

早期の段階は自覚症状がほとんどなく、
進行すると症状が出ることが多くなり
ます。

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（全国がん登録）
全国がん登録罹患データ（2016年～2020年）
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全国における大腸がんの罹患率〈2020年〉
（人口10万人当たり、何人が診断されたか）
大腸がんと診断される人は、
40歳代から増え始めます。
男性のほうが大腸がんと診断
される人が多く、70歳代では
女性のおよそ2倍の人数です。

(人）

〈症状〉

便に血が混じる、便秘や下痢、便が細く
なる・残る感じがする、おなかが張る、
めまいがする、等の症状があります。

https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/data/dl/index.html#a14
https://ganjoho.jp/public/cancer/colon/index.html
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